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考えていることになる。き   
それだけの稽古牒が必要とする数の木刀  
椚、硯在9割以－とが九州宮崎県の都城で製  




ト 調査の基点  
木刀は、剣遺など明灘稽古に慄瀾きれる  
日本刀の模造品である。   
剣道の稽古に憶欄される日本刀の模造品  
という意味では竹刀と同様の位置にあるも  
のであるが、 竹刀が試合や自由に打ち合う  
楷懸かり稽古に摘む－・反られるぴ）に対して、木  




具、竹ブコといったところだが彗 初段を通る  




や段さ 》墓き 鎗材質などが異なっており、  
各流派の木刀はノ賢のまま流派び〕稽古観を反  




のものはもちろん旬 各流派の様式の木刀が  




以下のように指示している【。   
「総見 太刀三罠三寸五分（約－－○ニセ  
ンチ）柄八寸（約二四センチ）  
小太刀」・尺八寸 ∈約五五センチ）  
柄四寸五分 卜約十掛セン㌣」   
汗昭灘l五十六年度十二軒七日制定日孝剣   
道形解説嘗＿j 財田］法Å全日本剣道連盟編   
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30年駁Lヒ曙）ものが必要となる。   
他に欄射られる材料としては∴感慨∴頗  
聴、イ弟イ、棒、黒檀ち紫檀、鉄刀本〔ダガ  
ヤサン）寄がある。   
黒檀、紫檀、鉄刀木などは輸丸射で、見  
・－－         －  ・ －  ・   
られふ∴   
枇杷は密度が高く、堅くて粘りがあり木  
3．木刀製作の実際   
以下は、話者の方にお伺いした諸に後述  
の資料を加えて記す。  
























教養品で残 高級凍ブヨとなるび   
鰹、ら イ謁う．枇杷伊）産地としては九州産が  
最も適するとい・うが、ゝ 近年は材料が手にÅ  
りに電宅なったため輸入材も枇嵐れはじめ  
て』㌔るとのことだった。 
⑳製作工程   
∴ 素材の乾燥   
自然乾燥で㌔ 板の状態の材木を適度な水  
分の状態になるまで乾燥きせるく）   
樫の場合はユ年で、水分18％の過度な状  
態（となる。乾きすぎると、今度は脆くなっ  
て良くないとのこと。   
イス馬 椿などは、最適の状態になるまで  




－・－、2∴1り－－   




るし）   
こ♂〕工場では海 自社用銅材科澄牒増沌璃  
臥酢所有してお湖、粧紬調鋸針ぞきるよう時  
期をずらして材料を姓太れ旬乾燥させてけいる。′   
三一≠－囲まで昭二首二韓ほ、25年前に現在の機  
械を導入するまでは句 上向きの電動カン1ナ  




が出来ているとのことである。   
現在こげ〕ユニ視では．鴫 機械を使わず手でこ  
の作業を行える職Åは社民を含めニノ転生ノか  
し▲1：二∴‥i   
＃  線引き   
本目を詭藩．、窪た節など麓■避けるように  
考えて板に線を引き∴太体ネJ〕グ）寸法に板  




純で形を性悪▲るずる（ノ この部う鋤こは電気カン  






なる。   
飽は、作業酬二改造きれている。車す本と  





軋 面取り   
面取り機と呼ばれる機械で．∴型取りして  
太まかな姿に仕上げる。臣Ⅰ本刀独特の反り  
は、ニの工程で出来る。木刀の堵檎㍉ が溝  
柱の形に削る仁。  
















憶して作る。   
切っ先を経きれるには∴ 確凱  
の鰭行は必要と♂〕ことである。J   
∴∴ 磨き  
誠ト∴パーで磨きを入れ、ツヤを出す。   
凡∴激賞★バッケ…ジンダ   
必、鷺な種類の木刀には塗装弓  
の機械で潮叛ケージして蛙凋打  
十，こ）   七．切っ先をÅれる   
流派によって切っ先の形は様々に猥なる。  
この部分も完全に機械化は出来ず、電動カ  
ンナを用いて職Åの技量に練る作業になる。   








ー一－－ゴーiゴ一一一   
4．技術伝承   「L獅本業に僕わる丸々を穿儲する羽＝㌔ノかき  
な洞を建てたり太東。署などを倒神体とし  
て祀ったりする。林業関簾者や猟師は作業  




ている」描常時牒凋ま 蔓銅那覇〔民俗i遽笹  
崎県編集郁発行 二闇蹴盗舶   
当ユニ場でもち 木工業に関わる業者として  
こ卵「ヤマノカン」をユ 期5 √〝 9月のi6  
E蔓に行っている。   
焼酎ヰ塞∵塩を終棚上∴緻掛紆「か一台  
に澄も篭て作業ダニ）安全を祈る。j「生き物である  
東を扱ノコてるから仙j との理由とのことで、  






っ〉訂いたとげ誘ことであるが㌔ 埼－ではこれ逐  
やる業者坦）少な宅なり「このあたりではう  
ちだけじゃな㍍か＿j と云う。  
級後は従前をとったものの、現在はその  






りで育てているという（＝〉   
習熟グ）課程とLてほ、まずペ…パー叫 によ  
る仕上げの磨きの作業を修凝する（。これを  
2年ほどt㌦たら、次に切でコ先を作る段階に  
移る〔〕   
自分の飽を■持ち、全体の形の仕上げを任  
きれるようになるのは、最盛でも十年鞘修  










である。  6．技術伝承上の問題点   
現状ノ、こげ錐ヒ寧を続けるにあたって、問  
題点は太蒸く二つ挙げられる。   
欝誹に木刀に適する本の穫瀕は広葦樹で  
あるが、近年これらダ）穫が手に入りづらく  





象とLて、「山の神（ヤマノカンうハ＿jがある。   
宮崎県史では、山の神を以下のように説  
明する。  



































るとのことである（Hヨ 餐国シェアの9割を、  
現在こ汐〕童軒で賄っているわるナである。   
欝∴㍉ ニニが）点どちらに感）、行政のあを〕方  
によって大きく左右きれるという共通点が  
ある。   
こ汐〕工場では銃剣造園けの東萩も取り扱  






て太巌に陸相が蘭れており≠ これを主な顔  
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